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	この「留学経験をキャリアに活かす自己分析ノート」を 最後までやり遂げてくださり、本当にありがとうございます。
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	迷いや不安があっても大丈夫。 焦らず、自分のペースで進んでください。
	今日、このノートに書き出した「未来のキャリア像」を、 ぜひ「小さな行動」に変えてみましょう。
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